平成26年度　第2回鶴岡市高齢者虐待防止等連絡協議会会議録
日時：平成27年2月16日（月）
14：00～15：50
会場：鶴岡市総合保険福祉センター
にこふる３階　大会議室
1. 開会　
2. 会長挨拶　
3. 報告・協議
（1） 平成26年度本市の虐待対応について
　○高齢者　報告（資料1参照）
　○障害者　報告（資料2参照）
～質疑応答～
委員…Ｑ：資料2の9ページの（1）と（2）は、虐待の確認件数と考えて良いのか。
　　　Ａ：市で確認している件数となっている。
　　　Ｑ：養護者による障害者虐待件数が1件となっているが、これは本人が訴えたのか。　　　　
　　　Ａ：実件数2件のうちの1件が事実確認出来ている。この1件は施設で通報した。　　　　　　　　　　　　
　　　Ｑ：養護者によるということで施設は関係ないのでは。
　　　Ａ：養護者からの虐待の疑いがあり、相談支援事業所が通報した。
（2） 虐待等の事例について（資料3参照）
～質疑応答～
（3） 前回協議の「高齢者虐待事例」の経過（資料4参照）
～質疑応答～
（4） 障害があり家族による虐待の疑いがある女性の支援報告（資料5参照）
　～質疑応答～
4. 情報交換・その他
鶴岡警察署より高齢者虐待通報の状況について
[bookmark: _GoBack]委員…警察からの通報は統計では3件となっている。これは被虐待者が65歳以上なのか、虐待にあたるのか等を市に判断して頂き、高齢者虐待に当てはまったのが3件ということだが、実際には7件の事例があった。特徴としては、虐待者が医療機関に関わっているのが多く（精神疾患、アル中等）、無職の息子が親の年金をせびる等、経済的な部分の解決が必要なものも多い。また、地域の見守りの目も重要だと思う。現在、徘徊ＳＯＳネットワークも包括支援センターを中心に進めている。虐待も多いが徘徊も多くなっている。
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